
９．第 14－16 回高木レクチャーについて 
 第 14 回高木レクチャー（2014 年 11 月，

東京）の報告と第 15 回高木レクチャー（2015
年 6 月，仙台），第 16 回高木レクチャー（2015
年 11 月，東京）の予定をお知らせいたしま

す． 
 高木貞治先生の名を冠した講演会「高木レ

クチャー」は，世界から卓越した数学者を日

本に招聘し，専門分野を越えた数学者や若手

研究者・大学院生を主な対象とし，創造のイ

ンスピレーションを引き起こすような気概

に満ちた研究総説講演を行っていただき，日

本発の新たな数学の創造に寄与することを

目的としています．高木レクチャーをもとに

した研究総説は，査読を経て Japanese 
Journal of Mathematics (JJM) に掲載され

ることになっています． 
 この趣旨に基づき「高木レクチャー」の創

設が 2006 年 3 月 26 日（日），中央大学で開

かれた日本数学会評議員会で承認され，2006
年 11 月に第 1 回高木レクチャーが京都大学

数理解析研究所で開催されて以来，これまで

に 14 回の高木レクチャーが開催されていま

す． 

第 14 回高木レクチャー（2014 年 11 月 15
日(土)－16 日(日)，東京大学大学院数理科

学研究科）において， 
・Alice Guionnet (MIT) 
 「Random Matrices and Free Analysis 

（ランダム行列と自由解析）」 
・Ciprian Manolescu (Univ. of California, 

Los Angeles) 
「Floer Theory and Its Topological 
 Applications 
（フレアー理論とトポロジーへの応用）」 

・Peter Scholze (Univ. Bonn) 
 「On Torsion in the Cohomology of 

Locally Symmetric Varieties 
（局所対称多様体のコホモロジーの 

ねじれ部分について）」 
・Akshay Venkatesh (Stanford Univ.) 
 「Cohomology of Arithmetic Groups 

 and Periods of Automorphic Forms 
（数論的部分群のコホモロジーと保型 

形式の周期）」 
の講演が行われました． 
 当日の参加者には，予稿の「高木ブックレ

ット」が配布されました．その最終版の研究

総説論文は査読後，JJM に掲載される予定

です．講演のビデオは日本数学会情報システ

ム運用委員会と東大数理 Video Archives プ

ロジェクトチームにより撮影編集が行われ，

web 上で一般公開する予定です． 

○ 第 15 回高木レクチャー（予定） 
日 時：2015 年 6 月 27 日(土)－28 日(日) 

場 所：東北大学 
講演者： 
・Vaughan F.R. Jones (Vanderbilt Univ.) 
・Anatoly Vershik (St. Petersburg Dept. 

of Steklov Inst. of Math. of RAS) 
・Cédric Villani (Univ. de Lyon・IHP) 
組織委員： 小野薫，河東泰之，小林俊行， 
 斎藤毅，中島啓 
主 催： 日本数学会， 

東北大学理学部数学教室 
協 力：Japanese Journal of Mathematics 

○ 第 16 回高木レクチャー（予定） 
日 時：2015 年 11 月 28 日(土)－29 日(日) 

場 所：東京大学大学院数理科学研究科 
 
高木レクチャーの HP 
http://www.ms.u-tokyo.ac.jp/~toshi/ 

takagi_jp/ 
で最新情報を掲載いたします． 

 JJM は，2006 年に 3rd Series として新し

い創造を引き起こすような「研究総説論文」

を掲載するジャーナルとして生まれ変わり

ました．広く皆さまからのご投稿をお待ちし

ています．なお，数学会会員は JJM の個別

のバックナンバーを会員割引価格 7500 円

（＋税 600 円）で日本数学会事務局より購入

することも可能です． 
（小林俊行 記） 

 


